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私
の
学
生
時
代
と
寮
生
活

新たな産業として
期待を集める
プリンテッド

エレクトロニクス

高分子の機能発現を通じて
「未来のニーズ」に
貢献できる人を育てます

米
沢
市
議
会
議
長

　

私
が
大
学
に
入
学
し
た
の
は
、
昭
和
56
年
４
月
で
し
た
が
、
入
学
と
同
時
に

東
京
興
譲
館
寮
に
も
入
寮
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
私
の
東
京
で
の
学
生
生
活
は
、
高
校
３
年
間
の
“
付
け
”
を
支
払

う
た
め
、
予
備
校
に
１
年
間
通
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
大
塚
に
あ
る
予

備
校
に
歩
い
て
30
分
ほ
ど
か
か
る
北
池
袋
に
下
宿
を
し
ま
し
た
が
、
当
時
、
風

呂
無
し
共
同
ト
イ
レ
の
四
畳
半
一
間
に
朝
・
夕
の
二
食
付
き
で
、
家
賃
が
確
か

３
万
５
千
円
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
そ
の
下
宿
屋
に
は
、
私
と
同
じ
予

備
校
生
と
大
学
生
３
人
の
計
５
人
が
入
居
し
、
共
同
ト
イ
レ
や
洗
面
所
の
掃
除

を
交
代
で
行
い
、
朝
夕
は
一
緒
に
食
事
を
す
る
と
い
う
共
同
生
活
で
し
た
。

そ
ん
な
予
備
校
生
活
を
し
て
い
た
せ
い
か
、
大
学
合
格
と
と
も
に
興
譲
館
寮
に

入
寮
し
た
の
は
必
然
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
寮
に
は
高
校
時
代

の
同
級
生
が
１
年
先
輩
に
な
っ
て
い
た
り
、
一
浪
し
た
同
級
生
も
同
時
に
入
寮

し
た
り
し
て
、
顔
馴
染
み
が
多
か
っ
た
こ
と
も
心
強
く
感
じ
た
も
の
で
し
た
。

　

昭
和
56
年
当
時
の
寮
費
が
い
く
ら
だ
っ
た
か
？
私
の
記
憶
が
定
か
で
な
か
っ

た
の
で
、
同
期
の
友
人
二
人
に
聞
い
て
み
た
の
で
す
が
、
二
人
の
金
額
に
１
万

円
以
上
の
開
き
が
あ
り
、
４
年
後
輩
の
Ｓ
君
に
確
認
し
て
よ
う
や
く
２
万
３
千

円
だ
っ
た
と
判
明
し
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
三
十
有
余
年
、
平
成
29
年
の
寮
費
は

４
万
８
千
円
で
個
室
・
エ
ア
コ
ン
付
き
で
す
。
私
が
寮
に
い
た
頃
は
、
３
年
生

ま
で
は
相
部
屋
で
エ
ア
コ
ン
は
当
然
無
し
で
し
た
か
ら
、
隔
世
の
感
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
現
役
の
寮
生
が
米
沢
有
為
会
々
誌
に
載
せ
た
寮
だ
よ
り
に
は
、

先
輩
と
後
輩
の
関
係
を
学
ぶ
こ
と
が
寮
生
活
の
利
点
だ
と
書
い
て
あ
り
、
こ
れ

は
私
が
寮
生
活
を
し
て
感
じ
た
こ
と
と
同
じ
で
す
。

　

つ
ま
り
、
何
十
年
も
前
の
学
生
と
現
代
の
学
生
も
時
代
は
変
わ
っ
て
も
、
寮

生
活
を
通
じ
て
得
る
貴
重
な
体
験
は
同
様
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
学
生
時
代
と
い
う
多
感
な
時
期
に
寮
生
活
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
人

と
し
て
必
要
な
上
下
関
係
の
把
握
や
他
人
と
の
協
調
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
験
が
で
き
る
寮
を
通
じ
て
学
生
支
援
を
し
て
頂
い
て
い
る
米

沢
有
為
会
が
、
今
後
益
々
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

海
老
名
　
　
　
悟

　米沢支部の講演会と交流いも煮会が、去る10月1日（土）午後4時30分から、ホテル
モントビュー米沢で開催されました。講演会は、山形大学有機エレクトロニクス研究セ
ンター長の時任静雄卓越研究教授を迎え「フレキシブル・プリンテッド有機エレクトロ
ニクスの基盤研究と事業化展開」と題して行われました。
　時任教授は、九州大学大学院博士課程修了、同大学院助手、カリフォルニア大学研究員、
㈱豊田中央研究所、日本放送協会（NHK）を経て、平成22年に山形大学に招聘されま
した。研究対象は、有機半導体材料を用いた電子デバイスの開発や、印刷プロセスを使っ
た電子デバイスの製造技術開発、およびそれらに関連した機能性材料の研究開発などで
す。研究の一例として、プラスチックの薄いフィルムにトランジスタを印刷する「プリ
ンテッドエレクトロニクス」があります。軽くてしなやかな素材に電子回路を印刷する
ことで、人体に貼ったり、装着しても違和感のないセンサーが実現しました。
　このセンサーで、身体状況をモニタリングすることで疲れや緊張度合いなどの数値と
して把握できるようになります。低コストで、大量に「電子デバイス」が製作できる点
も革新的で、ヘルスケア分野などをはじめ一つの産業に発展することが期待されます。
　研究にあたって常に意識しているのは、「未来のニーズ」に貢献するために「現在何
ができるか」というバックキャスティングの考え方です。学生にも、「10年後20年後に
どうなりたいか」を意識して目の前の課題に取り組んでほしいと伝えているそうです。
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新
文
化
複
合
施
設

　
　
「
ナ
セ
Ｂ
Ａ
」
開
館

〈
市
立
図
書
館
と
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
〉

新
し
く
会
員
に
な
ら
れ
た
方
々

ま
ち
の
話
題

　

米
沢
市
の
新
文
化
複
合
施
設
「
ナ
セ
Ｂ
Ａ
」

が
平
成
28
年
７
月
１
日
、
中
央
１
丁
目
に
開
館

し
ま
し
た
。
中
心
市
街
地
活
性
化
の
拠
点
と
し

て
、
市
が
25
年
９
月
か
ら
総
事
業
費
約
28
億
円

を
か
け
て
建
設
し
て
い
た
も
の
で
、
１
階
が
よ

ね
ざ
わ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
２
～
５
階
が
市
立

米
沢
図
書
館
の
重
厚
で
開
放
的
な
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
の
５
階
建
て
が
完
成
し
、
同
日
記
念

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
川
勝
市
長
は
「
教

養
文
化
の
ま
ち
を
目
指
し
て
生
涯
学
習
の
場
に

し
た
い
」
と
挨
拶
、「
文
化
が
薫
る
ま
ち
」
の

実
現
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

よ
ね
ざ
わ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

１
階
の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、「
芸
術
文
化

活
動
を
高
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
文
化
に
親
し

み
、
活
気
あ
ふ
れ
る
市
民
の
芸
術
文
化
活
動
の

拠
点
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
可
動
式
の
壁
で

仕
切
ら
れ
る
９
つ
の
展
示
室
の
他
、
オ
ー
プ
ン

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
２
つ
の
体
験
学
習
室
が
あ
り
、

美
術
作
品
等
の
展
示
や
鑑
賞
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
建
物
の
南
側
と
西
側
に
は
「
こ
ま
や
」

と
呼
ば
れ
る
庇
の
長
い
軒
下
部
分
が
あ
り
、
展

示
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
ブ
ッ

ク
カ
フ
ェ
で
は
、
一
休
み
し
て
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

み
な
が
ら
談
笑
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

市
立
米
沢
図
書
館

　

新
図
書
館
は
「
歴
史
に
学
び
、
今
を
生
き
、

未
来
を
創
る
市
民
の
図
書
館
」
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
２
階
へ
の
階
段
を
上
る
と
、
途
中
の
踊

り
場
に
郷
土
の
先
人
た
ち
を
顕
彰
す
る
展
示

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
１
回
目
は
米
沢
市
の
名

誉
市
民
第
１
号
で
建
築
家
の
伊
東
忠
太
博
士
の

業
績
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

受
付
前
で
見
上
げ
る
と
５
階
ま
で
13
ｍ
の
吹

き
抜
け
で
、
写
真
に
見
る
通
り
ま
さ
に
壮
観
の

一
語
に
尽
き
ま
す
。
２
階
に
は
書
架
や
閲
覧
室

な
ど
が
あ
り
、
３
～
５
階
は
壁
面
書
庫
や
貴
重

書
庫
と
な
っ
て
い
て
、
一
般
市
民
は
入
室
で
き

ま
せ
ん
。

　

閲
覧
席
は
約
２
５
０
。
開
架
・
閲
覧
室
や
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
（
調
査
相
談
）
カ
ウ
ン
タ
ー
の
他

に
様
々
な
部
屋
が
あ
り
ま
す
。
内
側
に
書
架
が

並
び
、
そ
の
周
り
の
窓
際
に
有
機
Ｅ
Ｌ
照
明
の

読
書
灯
を
付
け
た
閲
覧
席
や
、
子
ど
も
図
書

コ
ー
ナ
ー
、
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
う
「
お
は

な
し
の
へ
や
」（
こ
の
入
口
左
側
の
壁
に
は
、

記
念
式
典
に
も
出
席
さ
れ
た
米
沢
市
出
身
の
漫

画
家
ま
す
む
ら
ひ
ろ
し
氏
の
色
鮮
や
か
な
絵
が

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
な
っ
て
飾
ら
れ
て
い
ま

す
）、郷
土
資
料
閲
覧
室
、情
報
検
索
・
視
聴
コ
ー

ナ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

蔵
書
数
は
30
万
冊
で
、
開
架
15
万
冊
、
閉
架

15
万
冊
と
、
利
用
で
き
る
本
が
旧
図
書
館
の
約

４
倍
に
増
え
ま
し
た
。
年
間
の
図
書
購
入
予
算

は
１
千
４
０
０
万
円
で
約
７
千
冊
購
入
の
予
定

だ
そ
う
で
す
。
置
賜
在
住
の
人
な
ら
誰
で
も
利

用
者
カ
ー
ド
を
申
込
め
ば
交
付
さ
れ
、
貸
出

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

開
館
６
カ
月
後
の
印
象
に
つ
い
て
村
野
隆
男

館
長
は
、「
予
想
を
大
幅
に
上
回
る
利
用
者
数

は
大
変
嬉
し
く
、
さ
ら
に
多
く
の
皆
様
の
ご
来

館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」
と
大
き
な
期
待
を

寄
せ
て
い
ま
し
た
。
年
間
28
万
人
の
利
用
を

見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
1
月
末
現
在
の
利
用

者
数
は
24
万
５
２
７
８
人
で
す
。

▪
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
開
館
時
間

　

展
示
室
・
学
習
室　

９
～
20
時

　

展
示
時
間　

10
～
18
時

　

展
示
期
間　

６
日
間
（
火
～
日
）

　

休
館
日　
　

年
末
年
始
な
ど

▪
図
書
館
開
館
時
間

　

平
日　

４
～
９
月　

10
～
20
時

　
　
　
　

10
～
３
月　

10
～
19
時

　

土
・
日
・
祝
日　
　

９
～
19
時

　

休
館
日　

毎
月
第
４
木
曜
日

　
　
　
　
　

年
末
年
始
な
ど

氏　
　

名

会
員
区
分

相　

澤　

哲　

哉

個
人
賛
助
会
員

青　

木　

和　

人

個
人
賛
助
会
員

伊　

藤　

由
美
子

個
人
賛
助
会
員

海　

野　

耕　

二

個
人
賛
助
会
員

遠　

藤　
　
　

隆

個
人
賛
助
会
員

大　

沼　

敏　

美

個
人
賛
助
会
員

奥　

山　

留
美
子

個
人
賛
助
会
員

海　

和　

雅　

人

個
人
賛
助
会
員

齋　

藤　

和　

哉

個
人
賛
助
会
員

㈱
ニ
ュ
ー
テ
ッ
ク
シ
ン
セ
イ

　

桒　

原　

 　

晃

法
人
賛
助
会
員

㈱
我
妻
組

　

我  

妻  

悦  

雄

法
人
賛
助
会
員

外観

市民ギャラリー

図書館内全景

閲覧室

おはなしのへや

ＡＶコーナー
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リ
レ
ー
随
想 

⑰

〜  活躍する会員紹介  〜 �

仙
台
興
譲
館
寮
の
思
い
出

　

昭
和
42
年
４
月
、
仙
台
興
譲
館
寮
（
角

五
郎
１
丁
目
）
に
入
寮
。
そ
れ
か
ら
４
年

間
、
学
生
時
代
の
居
場
所
と
し
て
お
世
話

に
な
っ
た
。
大
変
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
時
の
記
憶
が
ほ
と
ん
ど
消
え
去
っ
て

い
く
中
で
、
半
世
紀
も
の
間
消
え
な
か
っ

た
寮
生
活
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
寄
稿
の
動

機
で
も
あ
る
が
、「
寮
生
活
で
印
象
に
残

る
光
景
」
を
拾
い
集
め
て
み
た
。

⑴
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
交
響
曲
第
５
番
が

　

流
れ
る
戸
田
さ
ん
の
部
屋

　

大
学
時
代
の
サ
ー
ク
ル
は
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
だ
と
望
ん
で
入
っ
た

サ
ー
ク
ル
で
あ
る
。
初
め
て
の
演
奏
会
の

メ
イ
ン
曲
が
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
交
響
曲

第
５
番
で
あ
る
。
そ
の
曲
に
す
っ
か
り
惚

れ
込
む
の
だ
が
、
そ
の
曲
が
、
清
々
し
い

朝
戸
田
さ
ん
の
部
屋
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
。

（
た
ぶ
ん
）自
慢
し
た
い
ほ
ど
の
オ
ー
デ
ィ

オ
か
ら
第
１
楽
章
の
曲
が
響
い
て
き
た
。

⑵
新
寮
生
歓
迎
コ
ン
パ
で
一
升
瓶
も
っ
て

　

ワ
イ
歌
を
演
じ
る
鈴
木
先
輩

　

い
わ
ゆ
る
旧
館
の
大
部
屋
と
隣
の
部
屋

米沢上杉文化振興財団　常務理事・事務局長

山
形
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
教
員

さん菅　野　智　幸

横
　
井
　
　
　
博

が
新
寮
生
歓
迎
コ
ン
パ
の
会
場
と
な
る
。

ど
の
程
度
の
酒
が
飲
め
る
か
が
わ
か
ら
な

い
で
臨
む
せ
い
か
緊
張
感
が
あ
っ
た
。“
身

を
立
て
世
を
興
す
”
と
い
う
独
特
の
学
生

文
化
が
こ
の
コ
ン
パ
に
は
潜
ん
で
い
た
。

さ
ら
に
盛
り
上
げ
る
の
が
芸
で
あ
り
、
そ

の
最
た
る
も
の
が
ワ
イ
歌
。
私
は
勿
論
初

め
て
聞
く
。
実
に
可
笑
し
く
滑
稽
で
、
一

理
も
あ
り
、
切
な
さ
も
あ
る
。
そ
の
ワ
イ

歌
に
合
わ
せ
な
が
ら
一
升
瓶
を
も
っ
て
演

じ
る
鈴
木
先
輩
。
誠
に
楽
し
そ
う
だ
っ
た
。

⑶
麻
雀
部
屋

　

学
生
時
代
に
味
わ
っ
た
楽
し
み
は
終
生

の
も
の
で
あ
る
。
麻
雀
も
そ
の
一
つ
で
あ

る
。
麻
雀
の
ル
ー
ル
は
初
心
者
に
と
っ
て

厄
介
で
、
手
間
が
か
か
る
。
ま
ず
は
先
輩

の
も
の
を
見
て
覚
え
る
し
か
な
い
。
入
寮

時
に
は
麻
雀
部
屋
が
あ
っ
た
。
騒
音
に
配

慮
し
て
、
二
つ
の
棟
の
中
間
に
確
か
あ
っ

た
。
一
組
し
か
で
き
な
い
か
ら
、
そ
う
広

く
は
な
い
。
覚
え
る
に
は
、
そ
こ
に
踏
み

込
ん
で
教
わ
る
し
か
な
い
。
そ
う
い
う
威

厳
の
あ
る
部
屋
で
も
あ
っ
た
。

　

印
象
に
残
る
光
景
を
集
め
て
み
た
。
み

な
さ
ん
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　

寮
は
学
生
を
経
済
的
に
支
援
す
る
社
会

的
装
置
で
は
あ
る
が
、
寮
生
の
数
ほ
ど

様
々
な
ド
ラ
マ
が
相
乗
的
に
生
み
出
さ
れ

る
オ
モ
シ
ロ
イ
空
間
、
そ
れ
が
「
寮
」
で

も
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
仙
台
興
譲
館
寮

生
活
を
や
は
り
後
輩
に
勧
め
た
い
の
で
あ

る
。

Ｑ１．米沢上杉文化振興財団のプロフィールをお聞か
　せください。
Ａ１．平成元年、上杉家16代当主隆憲氏より、重要

文化財「上
う え す ぎ け も ん じ ょ

杉家文書」、重要文化財「紙
し ほ ん き ん じ ち ゃ く し ょ く

本金地著色
洛
ら く ち ゅ う ら く が い ず

中洛外図」（ともに現在は国宝）など４点が米沢
市に寄贈されたことを契機として、平成２年に財
団法人米沢上杉文化振興財団が設立され、米沢市
上杉博物館の管理運営を米沢市から受託すること
になりました。平成24年４月に公益法人へ移行し、
公益財団法人米沢上杉文化振興財団となり現在に
至っています。博物館のほか座の文化伝承館、ナ
セＢＡ（市立米沢図書館及びよねざわ市民ギャラ
リー）及び米沢市まちなか駐車場の指定管理者の
指定を受けています。

Ｑ２．特に、上杉博物館の目玉は何ですか
Ａ２．やはり二つの国宝です。特に「紙

し ほ ん き ん じ ち ゃ く し ょ く

本金地著色
洛
ら く ち ゅ う ら く が い ず

中洛外図」は人気があって、春秋の原本展示の
際は多くの人が全国から来館されます。また、上
杉家伝来の「上

う え す ぎ け も ん じ ょ

杉家文書」につきましても、武家

社会の様子がわかる貴重な文書群で
あるばかりでなく、やり取りされた
当時の文書形態を今に伝えるものと
して、多くの研究者、歴史家の方々
から注目を集めているものです。
Ｑ３．博物館の今年の大きな企画は
　　何ですか。

Ａ３． ４月の上杉まつりに合わせて「特別展戦国時代
展」を予定しております。これは江戸東京博物館、
京都文化博物館、読売新聞社と共同で主催するも
ので、応仁の乱から室町幕府滅亡までの動向を武
具や肖像画、絵図など数多くの著名な文化財や歴
史資料を展示して明らかにしようとするものです。
また、秋には「特別展上杉家の名刀と三十五腰展」
を予定しております。こちらも埼玉県歴史と民族
の博物館、佐野美術館（三島市）と連携し、３館
巡回で上杉家伝来の刀剣を紹介しようとするもの
です。このほか皆様に楽しんでいただけるものを
企画しておりますので、ぜひおいでいただきたい
と思います。

Ｑ４．今後の抱負は
Ａ４．当財団は、貴重な地域資源を活かしながら、地

域における歴史・芸術文化の振興を図り、地域住
民の文化的教養を高めることによって、心豊かな
潤いのある地域社会の創造に寄与することを目的
としていることから、今後もこの目的に沿った多
彩な事業を展開してまいりたいと思います。



「東京興譲館」寮 「仙台興譲館」寮

資　　　格 大学、短大、専門学校及び大学院
に進学・入学予定者（男子のみ）

大学、短大、専門学校及び大学
院に進学・入学予定者（男子のみ）

寮費（月額）
4 〜 6月、10 〜 11月  48,000円
7 〜 9月、12 〜 ３月  49,500円

個室、朝夕２食付

 4 〜 11月  42,000円前後
12 〜 ３月  44,000円前後

個室、朝夕２食付

募 集 人 員 ７名程度（定員 24 名） ４名程度（定員 15 名）

面接選考日 ３月11日、３月24日 3月11日、３月26日

面 接 場 所 米沢市内、東京興譲館 米沢市内、仙台興譲館

これだけ便利・これだけ安い・これだけ快適
◎寮は２食付（朝・夕）で約4.8万円（東京）、約4.2万円（仙台）
◦アパートで生活する場合
　東京（郊外）で5.5万〜 6.5万円。他に食費、光熱費など含め仕送り額 
　約10万円程。
　仙台で4万〜 5万円。他に食費、光熱費など含め仕送り約8〜9万円程。
◎東京興譲館は新宿駅から約40分。仙台興譲館は市街地まで約3km。
◎居室は（東京）個室。 （仙台）個室。
◎企業の採用担当者は寮生活経験者を評価しており、好印象を抱いている。
　（協調性、コミュニケーション能力が身に付いている。）

米沢有為会育英事業の 寮 生 募 集
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米
沢
有
為
会
を
支
援
し
ま
す

★
今
年
度
特
筆
す
べ
き
米
沢
市
の
事
業
で

あ
る
新
文
化
複
合
施
設
「
ナ
セ
Ｂ
Ａ
」
は
、

長
く
市
民
に
親
し
ま
れ
る
文
化
の
拠
点
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

★『
興
譲
館
寄
宿
舎　

戦
後
70
年
の
歩
み
』

に
は
、
明
治
42
年
の
東
京
興
譲
館
開
館
に

始
ま
り
２
千
名
以
上
が
恩
恵
を
受
け
た
寄

宿
舎
の
歴
史
と
共
に
、
昭
和
20
年
か
ら
東

　

弊
社
は
大
正
４
年
の
創
業
か
ら
紆
余
曲

折
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
２
月
で
満

１
０
２
年
を
迎
え
ま
す
。
本
社･
工
場
を

一
貫
し
て
米
沢
の
地
に
置
き
、
日
本
酒
を

中
心
と
し
た
醸
造
業
界
関
連
の
仕
事
を
得

意
と
し
て
山
形
県
内
は
も
と
よ
り
、
北
関

東
以
北
を
営
業
エ
リ
ア
と
し
て
活
動
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
更
に
21
世
紀
に
入
っ
て

「
水
な
し
印
刷
」
と
い
う
印
刷
技
術
を
導

入
す
る
と
同
時
に
東
京
に
営
業
所
を
置
き
、

関
東
圏
の
新
規
得
意
先
の
開
拓
、
関
東
以

西
へ
の
展
開
を
図
り
、
概
ね
順
調
に
今
日

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。「
水

な
し
印
刷
」
を
コ
ア･

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と

し
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
ラ
ベ
ル
、
シ
ー
ル
に

新
た
な
付
加
価
値
を
加
え
て
ご
提
案
す
る

と
い
う
活
動
が
、
幸
い
に
も
多
く
の
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
か
ら
好
評
を
持
っ
て
受
け
入
れ

て
い
た
だ
い
て
い
る
結
果
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
私
自
身
は
迂
闊
に
も
米
沢
有
為

会
様
の
活
動
を
殆
ど
認
識
し
て
お
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
特
に
学
生
時
代
は
大
変
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
私
は
仙
台

で
学
生
時
代
を
過
ご
し
た
の
で
す
が
、
受

験
の
前
日
か
ら
宿
泊
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

精
英
堂
印
刷
㈱

  
　
代
表
取
締
役
社
長

井  

上  

吉  

昭

の
が
仙
台
興
譲
館
寮
で
し
た
。
た
し
か
仙

台
市
の
角
五
郎
町
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
前
米
沢
市
長
の
安
部
三
十
郎
君
と
同

室
で
、
受
験
前
日
の
夜
つ
い
つ
い
話
し
込

ん
で
し
ま
い
、
や
や
寝
不
足
の
感
じ
の
ま

ま
試
験
に
臨
ん
だ
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

何
と
か
試
験
を
通
過
し
て
学
生
と
な
っ
て

か
ら
も
、
何
度
か
友
達
に
会
い
に
行
っ
た

こ
と
も
、
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　

米
沢
に
は
、
上
杉
鷹
山
公
以
来
の
「
国

造
り
は
人
造
り
か
ら
」
の
教
え
が
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

昨
今
の
少
子
高
齢
化
、
若
年
人
口
域
外
流

出
が
顕
著
な
状
況
の
中
で
、
高
校
を
卒
業

し
て
都
会
に
行
く
若
人
の
心
と
暮
ら
し
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
「
興
譲
館
寮
」
を
持

ち
、
更
に
そ
こ
か
ら
郷
土
の
先
輩
達
と
繋

が
る
こ
と
に
よ
っ
て
古
里
を
意
識
し
続
け

る
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。「
人
造
り
」

の
大
切
な
取
り

組
み
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
米

沢
有
為
会
様
の

活
動
を
可
能
な

限
り
支
援
さ
せ

て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

京
、
仙
台
、
札
幌
、
山
形
で
各
時
代
に
寮

生
活
を
送
っ
た
学
生
代
表
の
詳
細
な
記
録

が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
先
輩
・
後
輩
と

の
交
流
や
諸
行
事
を
通
し
て
、
悩
み
な
が

ら
も
楽
し
く
過
ご
し
た
寮
生
活
に
意
義
を

見
出
し
、
そ
れ
を
長
い
人
生
の
一
助
に
し

て
、
感
謝
を
胸
に
努
力
し
て
い
こ
う
と
決

意
す
る
姿
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。　
（
手
） 詳しくはホームページ 米沢有為会　 検索


